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奉祝 天皇陛下御即位三十年 感謝の誠を捧げる京都府民の集い 

1 月 26 日、京都市左京区の国立京都国際会館にお

いて「奉祝 天皇陛下御即位三十年 感謝の誠を捧げ

る京都府民の集い（主催：天皇陛下御即位三十年京都

奉祝委員会、会長：元京都府知事 荒巻禎一氏）」が開

催され、府内各地から神職や政党関係者ら約２千人が

集まり、京都教会からも62名が参加しました。 

 

 

に触れ、これは全国の中でも京都ならではと披露。西

陣などの伝統産業の現状を説明させて頂いたと述懐さ

れました。また平成 20 年の源氏物語千年紀では、日

本が世界に誇る長編文学作品「源氏物語」が、平安王

朝における宮廷生活を中心に紫式部により著され、我

が国の記録に現れた著述の年（1008年）から1千年

を迎えたことを記念し、オール京都で取り組んだもの

で、一地方自治体開催の催しに両陛下がお越し頂ける

ことになったことに心が震えたと語られました。 

両陛下は暑い日も寒い日も車の窓を全開され、常に

国民に寄り添われたと述懐し、今後はゆっくりと京都

にお越し頂きたいと述べられました。 

式典終了後は「京都行幸啓記録」が上映され、御即

位直後の陛下のお若い頃など、懐かしい写真が披露さ

れました。 

第二部演奏会では、陸上自衛隊中部方面音楽隊が祝

典行進曲や日本民謡メドレー、行進曲「威風堂々」第

一番など6 曲目を披露。ソプラノ歌手、鶫（つぐみ）

真衣氏の歌声に酔いしれました。 

第一部式典、第二部演奏会で構成され、式典では荒

巻会長が式辞で、1994 年の平安建都1200 年式典の

際に陛下が「京都は父祖の地」と述べられたエピソー

ドを紹介。「皇室と国民を結ぶ信頼の絆がより一層、

強くなってほしい」と話されました。 

また奉祝の辞の中で門川市長も、京都市民は両陛下

に対し「お帰りなさい」と言うこと自体が京都らしい

と披露するとともに、全国で唯一、御所があるのも京

都であり、文化庁京都移転に関連し京都は日本のふる

さとであって、今後 100 年後、1000 年後も皇室の

方が来られる都市にしたいと抱負を述べられました。 

現職時、両陛下に随行された前京都府知事の山田啓

二氏は、16年間の知事時代に13度も入洛されたこと 
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平成３１年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～人を思いやる「心の習慣」～ 京洛支部 組長 三木希衣子 

今月は、京洛支部、組長のお役を頂いております、

三木希衣子が、担当させて頂きます。宜しくお願い致

します。 

 

 会長先生のご法話「人を思いやる「心の習慣」を拝

読させて頂きました。 

「得は徳に通じる」の所から、体験を深くかみしめ

る事が出来ました。 

 昨年１１月、近所に７０代後半のご夫婦が引っ越し

のあいさつにみえました。感じの良いご夫婦でしたが、

その後奥さんの姿が見えず、心配でした。近所の人か

ら、筋肉痛で寝たきりの状態と聞きました。その後、

救急車で運ばれたと聞きました。 

私は、ご供養して念じさせて頂きました。思いがけ

ず、ばったりと娘さんと会う事が出来たのです。「圧迫

骨折で入院しましたとの事でした。私は病名がわかり

安心しました。すぐに近所の人を誘い、お見舞いに行

きました。奥さんは、とても喜んで下さいました。 

「引っ越してすぐにこんな目にあって」と嘆いてお

られましたが、近所にこんなに温かい人が居られるの

で「家に早く帰りたいです」と言って下さいました。 

会長先生から「要するに精進によって、それが心の

習慣になれば人を思いやる気持ちを自然に行動にあら

わせるということです」と、学ばせて頂きました。 

ご夫婦の出会いのおかげさまで、確認することがで

きました。 

 「すべては一つ」という所の「自分本位のとらわれ

や執着を離れて、ものごとの真実を見極める」と言う

ことを、学ばせて頂きました。 

 私は、ボランティア活動をして、１２年になります。

その中で、毎回一回グループの勉強があります。私の

担当の時、思いもよらず、先生や仲間から、不条理と

思った意見を頂きました。 

今まで感じた事のなかったほど落ち込み、憤りさえ

感じました。長い間、頑張ってきましたが、やめる方

に考えてしまいました。 

今まで努力し、頑張ってきた 12 年間を振り返るこ

とができました。仏さまからのメッセージは何か、苦

しみはどこから出ているのか、相手の意見が受けられ

ない自分を見つめ考えました 

「そうだ、私の事を大切に思って、言って下さって

いるんだ」と気づかせて頂きました。自分の心グセが、

素直に相手を受け入れられない、自分が自分を苦しめ

ていた事に気づきました。 

 会長先生から「相手と一つになれば、慈悲をしてい

るといった意識もしないまま、その思いやりが、お互

いの喜びや心の成長に結ばれていくのです」と学ばせ

て頂きました。 

 これからの人生、私はまだまだ意識しないとできま

せんが、心の習慣になるように素直に精進して参りた

いと思います。ありがとうございました。                                    

合掌 

 

元旦参り ～自己を進化させていくことが大切～ 

1 月 1日早朝、京都教

会法座席において元旦参

りが行われ、多くの会員

が参拝しました。 

読経供養の後、門川市

長挨拶、国会議員挨拶、

京都佼成議員懇話会の紹

介と続きました。 

門川市長は挨拶の中で平成 30 年は災害が多かった

と振り返り、３度の補正予算で対応できたこと、京都

市内では災害の死者が出なかったことが幸いだったと

述べられました。そして災害時は地域の絆が大切だと

実感、地域の安全は地域で守っていこうとする、地域

力を感じたと市民のつながりを褒め讃えられました。   

また、自分のことよりも人さまを優先される佼成会

員に感謝すると述べ、大きな杉が倒れたことを通し、

根っこの大切さ、心田を耕すことの大切さを感じたと

結ばれました。 

衆議院議員、前原誠司氏は人を植える、人を育てる 

ことの大切さを感じていると述べられました。 

親の愛情が受けられず、両親がおられるのに児童養

護施設に入っている子供がいることや子供が邪魔とい

う親御さんが増えていると報告。施設には１８歳まで

しか入れず、延長しても２０歳までであり、卒園後は

１割位がホームレスになっている可能性があると、行

政の限界を述べるとともに、最後は信仰でしか救えな

いと宗教団体の活動に期待を寄せられました。 

京都佼成議員懇話会の植田府議会議員は幼少の頃の

水害体験で米軍のヘリコプターに助けられたことを通

し、自助公助の大切さを述べるとともに、繰り返す自

然災害に対して皆様と一緒に街づくりをしていかなけ

ればならないと語り、青い空、緑の山、清い水がある

街、里山を保全することの大切さを披露されました。 

佐藤教会長は今年が教会発足６０周年であることに

ふれながら、３人のお話は会長先生の年頭法話に即し

たもので大変ありがたいと感謝し、会長先生から「自

己を進化させてゆこう」と教えて頂いており、法をお

伝えする布教伝道に期待を寄せられました。 
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祝 成人式 ～成人の日記念式典ボランティア＆第５３回成人式～ 

【京都市成人の日記念式典ボランティア】 

1 月 14日、京都市勧業館みやこめっせにて「京都

市成人の日記念式典～はたちの集い～」が開催され、

京都教会からも青年部員 10名と姓名鑑定士17 名で

ボランティアを行いました。 

記念式典には市内から新成人７８６７人が参加。当

日は穏やかで非常にいい天候に恵まれ、特に大きいト

ラブルも無く、無事に終える事が出来ました。館外で

の新成人の誘導、また館内で姓名鑑定に参加される新

成人への案内誘導

を行いました。 

状況の変化に対

応しながらも、ボラ

ンティア全員が楽

しく有り難くさせ

て頂けたことが、印

象に残りました。 

今年のテーマは「JOURNEY～終わりなき旅～」。 

１部式典は法座席で実施。読経供養の後、新成人挨拶

で各自自己紹介をし、夢を述べてもらいました。記念

品贈呈、佐藤教会長お言葉と続きました。 

佐藤教会長は記念品のお襷に「中道」と謹書したと

説明。釈尊は中道の大切さを説かれたと述べ、どうす

れば中道の見方が出来るかを解説。 

まずは、「すべては自分」と受け止めること。普通は

自分こそが正しいと見てしまうが、これは偏った見方

であり、周りの出来事を通してすべては教えて頂いて

いると受け取ることが大切だと述べました。 

次に、「まず人さま」を心がけること。自分のため、

自分のためとならないようにする。この２つが中道の

見方のポイントであると解説しました。 

最後に１９年後は教団創立１００年。成人のみなさ

んはまだ３９歳で青年部だと語り、佼成会や日本を支

えられる人になって頂きたいと期待を寄せられまし

た。 

2 部式典は午後から体育館で行われ、生い立ちムー

ビーや手紙披露が行われると、笑いあり涙ありの楽し

くありがたい、温かみのあるパーティーになりました。 

【第53回成人式】 

1 月 20 日、京都教会において第 53 回成人式が行

われ、成人者 13 名が参加、家族の方や会員がお祝い

しました。 

 

右京明社と京洛明社で呼び掛け ～冬晴れの終い天神で恒例の街頭募金活動～ 

京都の１年を締めくくる縁日「終い天神」でにぎわ

う１２月２５日、北野天満宮大鳥居周辺三地点におい

て恒例の右京明社と京洛明社合同による街頭募金活動

を実施し２０名の参加がありました。当日は晴天にも

恵まれ、風もなく、日差しの中で募金の呼び掛けが出

来ました。 

例年の通り、１１時～１２時までを京洛明社、１２

時～１３時を右京明社が担当。今年は例年と比較して

参加者は減少しましたが、「お願いします！」と呼び掛

けると、「寒い中ご苦労さん」と激励の声をかけられ多

くの方から善意の募金を頂きました。中には１０００ 

円札を募金された方が９名もおられたと集計担当者か

ら報告がありました。 

当日の善意の募金２７，２１６円は、その日のうち

に京都共同募金会に持参・寄付。後日、同募金会から、

地区明社宛に丁重な礼状が送られました。 

  

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【甘露（かんろ）】 

甘くておいしいことを表す。昔の日本人は、極上の

酒のようなおいしい飲み物を口にしたとき、感嘆詞に

近い形容詞として、「甘露」を使ったものだった。 

もとの意味は古代インドの神々が飲む不老不死の霊

液のこと。サンスクリット語では「アムリタ」という。

一方中国には、王がよい政治を行うと、天から甘露と 

いう液が降ってくるという伝説があり、これがあわさ

って「不老不死の教え」「慈雨（じう）」という意味

から、仏教のたとえとなった。 

 日本では甘露煮、甘露水など、甘い味つけの食べ物

にも使われている。 

 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

立春(節分)を迎え、「京都教会60 周年」の年が幕を開けました。人間に例えると「還暦」ですが、心の鬼を

祓いつつ、節目の年を迎えたいものです。 

「鬼の心と仏の心」 

私たちの心の中には鬼の心も仏の心もあって、うっ

かりしていると、すぐに鬼の心に引きずられてしまう

のです。鬼の心というのは、よいことをしなければと

思いながら、つい怠け心のほうに引きずられてしまう

心です。また、人のことをうらやんだり、ねたんだり

する心も、それです。  

悪いことや嫌なことは、みんなまわりのせいにして、

人を責めたり憎んだりするのも鬼の心です。それでい

つもカッカしているから、頭に角がニョキニョキと生

えてくるわけです。心が顔に表われてしまうのです。

この鬼の心が疫病神で、その自分の心が不幸を呼び寄

せてしまいます。  

鬼は外にいるのではなくて、自分の心の中に住みつ

いているのですね。それを追いだしてしまわなくては

なりません。どうしたら自分の心の中の鬼を追いだせ

るのか。まず、人を見たら、いつもニッコリと笑うこ

と、つまり、どんな人にも笑顔で対せるようにと心が

けて、それを習慣にしてしまうのです。そして、いつ

も人さまの身になって考えることです。そう心がけて

いると、いつのまにか角が消えて、仏さまのような柔

和な顔になってくるのです。 

 

「事の成就は六十歳から」 

定年で仕事を離れ、体力の衰えを感じるようになる

と、つい引っ込み思案になりがちです。新しいことに

取り組むのがおっくうになってきます。だからこそ、

自分から積極的に生き甲斐を見つける努力が大切にな

ってくるのですね。 

「事を成し遂げるのは六十歳から」というのが私の

信条ですが、さまざまな分野で大きな仕事を残してい

る人の生き方を見せていただいていると、そういう方

は、いくつになっても明日に向かって勉強し続けてお  

られます。私たちの肉体や感情をつかさどる古い皮質

の脳は、十二、三歳で新しい回路ができなくなってし

まうそうです。けれども、それに比べて考えることを

つかさどる新しい皮質の脳は、使えば使うほど発達し

ていくというのです。確かに体力は若い人にはかなわ

なくなってきますが、だからといって、あれもこれも、

もうできなくなってしまったと嘆くのではなく、長い

経験と知恵を、人さまのために生かせるようになれた

ら最高ではないですか。社会に役立てる気持ちの張り、

人さまに喜んでもらえる喜びが、充実感を何倍にもし

てくれるのです。 

 

「勝利の女神に愛される」 

年をとって、見るもの聞くこと、いちいち腹立ちの

種になるという人がいます。それとは反対に、いつも

ニコニコと若い人の言うことを聞き、相談にのってあ

げるお年寄りもいます。その違いはどこにあるのでし

ょうか。なにもかもしゃくの種という人は、「これだけ

やってきた私に、みんなが感謝すべきなのだ」とか、

「老人はいたわるべきなのだ」と、まわりへの要求や

期待が強すぎるのですね。自己主張が強いようにみえ

ますが、本当は、周囲への依存心が強いのです。 

 元気なお年寄りが多く長寿村といわれる村のお年寄

りを調べてみると、相手に何かしてもらうのではなく、

隣の人に何か自分にできることはないか、都会に出て

いった息子夫婦に何かやってあげられることはないか

と、それだけを楽しみにしている人が多かったといい

ます。 

将棋の米長邦雄名人が、おもしろいことを言われて

います。「勝利の女神に愛されるのは、笑いと謙虚さを

失わない人。ねたみ、ひがみの人はだめ。だから勝利

の女神がいちばんお好きなのは、お釈迦さまだと思い

ます」                （つづく） 

 

２～３月の主な教会行事 ●メッセージ 

2 月 1日(金) 

3 日(日)  

4 日(月) 

10 日(日) 

15 日(金) 

3 月 1日(金) 

4 日(日)  

5 日(月) 

10 日(日) 

15 日(金) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

節分会 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

涅槃会・釈迦牟尼仏ご命日 

朔日参り 

開祖さまご命日 

教団創立 81周年記念式典 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

平成 31 年も１月が終わり平成の時代が刻々と終わ

りに近づいています。昨年の天皇陛下のお言葉の中に、

「平成は戦争のない時代」とおっしゃったことが印象

的でした。ご存知のように「昭和」は激動の時代とも

いわれ、現在の日本の基礎がこの時代に作られたよう

に思います。マスコミでは平成 30 年間を振り返る番

組を見かけます。昭和と平成の反省をした上で私たち

の手で平和な世の中を作らなければなりません。私た

ちがそれぞれの持ち場で出来ること、つまり「自己を

進化してゆこう」の大切さがしみじみと感じられます。 


